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2026年３月期の剰余金の配当（増配）及び 

2027年３月期の配当予想及び記念配当の実施に関するお知らせ 
 

 当社は、本日開催の取締役会において、2026年３月31日を基準日とする剰余金の配当を行うことを決

議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、本件は2026年６月25日開催予定の第61

回定時株主総会に付議する予定です。 

また、2027年３月期の配当予想及び記念配当の実施について決議いたしましたので、お知らせいたし

ます。 

 

記 

 

１．2026年３月期（2025年４月１日～2026年３月 31日）の剰余金の配当（増配）  

（１）配当の内容 

 

決定額 
直近の配当予想 

（2026年２月 10日公表） 

前期実績 

（2025年３月期） 

基 準 日 2026年３月 31日 2026年３月 31日 2025年３月 31日 

１ 株 当 た り 配 当 金 100円 80円 50円 

配 当 金 総 額 2,160百万円 － 1,105百万円 

効 力 発 生 日 2026年６月 26日 － 2025年６月 25日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

（注） 当社は、2026年４月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を 

行いました。前期実績については、当該株式分割前の実際の配当金を記載しております。従

って、実際に支払われる 1株当たり配当金は 50円となります。 

株式分割についての詳細は、2026年２月 10日開示の「2026 年３月期業績予想の修正、配

当予想の修正（増配）、及び株式分割に関するお知らせ」をご確認ください。 

 

 



（２）理由 

  当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題のひとつと位置づけ、中長期的な利益の

成長に合わせ、安定的・継続的に維持・拡大していくことを基本方針としております。この方針に基

づき、2026 年３月期の期末配当につきましては、１株当たり50円とすることといたしました。これ

により、当期の１株当たりの年間配当は、既に実施している中間配当金25円（株式分割前実績では50

円）と合わせて、75円（株式分割前換算では150円）となります。 

 

２．2027年３月期（2026年４月１日～2027年３月 31日）の配当予想及び記念配当の実施 

（１）配当の内容 

 
１株当たり配当金 

中間 期末 年間 

2027 年３月期 

（ 予 想 額 ） 

55円 

（普通配当 50円） 

（記念配当 5円） 

55円 

（普通配当 50円） 

（記念配当 5円） 

110円 

2026 年３月期 

（ 決 定 額 ） 
25円 50円 75円 

（注） 当社は、2026年４月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を 

行いました。2026年３月期（決定額）及び 2027年３月期（予想額）は、当該株式分割後の

配当金を記載しております。 

なお、2026年３月期の期末配当金につきましては、2026年６月 25日開催予定の第 61回定

時株主総会にて正式に決定する予定です。また、上記の予想数値につきましては、発表日現

在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因

によって予想数値と異なる場合があります。 

 

（２）理由 

  当社は、2026年７月に創業60周年を迎えます。これもひとえに株主の皆様をはじめ、関係各位のご

支援の賜物と心から感謝申し上げます。つきましては、平素よりご支援を賜っております株主の皆様

に感謝の意を表するため、記念配当の実施を予定しております。2027年３月期の連結業績予想と、配

当の推移等を総合的に勘案し、2027年３月期の中間及び期末配当金につきましては、普通配当50円に

記念配当5円を加え、1株当たり55円とすることといたしました。これにより、2027年３月期の１株当

たりの年間配当は、110円となる予定です。 

当社は、今後も持続的な企業価値の向上と株主還元の充実に努めてまいります。 

 

 

以  上 


